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本
発
表
の
目
的
と
課
題

　

本
発
表
の
目
的
は
、
平
成
二
十
四
年
に
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
『
宗
報
四
月
号
』
に
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
「
平
成
二
十
四
年

度
宗
勢
調
査
」
に
お
け
る
集
計
結
果
お
よ
び
そ
の
分
析
作
業
の
過
程
で
行
わ
れ
た
追
加
の
ク
ロ
ス
集
計
（
二
つ
の
変
数
を
重
ね
合
わ

せ
て
得
ら
れ
た
集
計
結
果
）
を
も
と
に
、
現
在
の
日
蓮
宗
寺
院
・
教
会
・
結
社
（
以
下
、「
寺
院
」
と
略
）
の
あ
り
よ
う
の
一
端
を

示
す
こ
と
に
あ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
宗
勢
調
査
は
日
蓮
宗
が
宗
勢
調
査
を
始
め
て
か
ら
九
回
目
に
あ
た
る
。
い
く
つ
か
の
項
目
に
焦
点
を
当
て
て
、

過
去
の
調
査
報
告
書
で
示
さ
れ
た
結
果
と
合
わ
せ
て
比
較
し
、「
平
成
期
に
お
け
る
寺
院
の
推
移
と
動
向
」
と
し
て
こ
こ
に
提
示
す

る
（
な
お
、
時
代
的
連
続
性
の
観
点
か
ら
昭
和
六
十
三
年
の
調
査
結
果
も
含
め
て
扱
っ
て
い
る
）。
取
り
上
げ
た
項
目
は
、
一
．「
檀

徒
の
減
少
」、
二
．「
信
徒
の
減
少
」、
三
．「
兼
業
・
専
業
の
状
況
」
の
三
つ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
住
職
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
「
Ａ
調
査
票
」
で
問
わ
れ
た
「
檀
家
の
増
減
」
と
「
信
徒
の
増
減
」
の
う
ち
、
と
く
に

「
減
少
」
の
数
値
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
教
師
を
対
象
と
し
た
「
Ｂ
調
査
票
」
で
は
、
現
在
の
教
師
を
取
り

巻
く
状
況
へ
の
着
目
か
ら
「
兼
業
・
専
業
と
職
種
の
推
移
」
に
そ
の
推
移
を
み
た
。

宗
勢
調
査
に
み
る
日
蓮
宗
の
現
状
と
課
題

寺
院
の
推
移
と
動
向 

～
平
成
期
の
調
査
報
告
か
ら
～

池
　
浦
　
英
　
晃
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元
号
が
「
平
成
」
に
改
ま
っ
て
か
ら
四
半
世
紀
を
迎
え
た
。
宗
門
に
と
っ
て
こ
の
時
期
は
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」（
昭
和
五
十

九
年
～
平
成
十
四
年
）、「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」（
平
成
十
九
年
～
）
と
い
う
二
つ
の
宗
門
運
動
が
展
開
さ
れ
た
（
さ
れ

て
い
る
）
時
期
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
宗
研
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
『
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
』（
現
宗
研
、
一
九
八
九
）
が
発
行

さ
れ
、
過
疎
地
寺
院
の
抱
え
る
深
刻
な
問
題
が
内
外
に
周
知
さ
れ
た
の
が
平
成
元
年
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
地
価
高
騰
や
人
口
集
中

に
よ
る
都
市
部
に
お
け
る
寺
院
の
変
化
が
注
目
さ
れ
た
の
も
平
成
の
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
た
と
え
ば
石
井
、
一
九
九
一
）。

平
成
期
は
「
過
疎
化
」
と
「
都
市
化
」
の
両
方
が
噴
出
し
た
時
代
と
も
い
え
る
。

　

以
下
の
作
業
に
よ
り
示
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
な
事
例
で
あ
っ
て
、
た
だ
ち
に
日
蓮
宗
寺
院
の
全
体
像
を
表
す
も
の
で
は
な
い
が
、

「
平
成
期
の
寺
院
の
推
移
と
動
向
」
の
一
側
面
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

一
．
檀
徒
の
減
少

《
檀
徒
の
増
減
》

　

ま
ず
、
Ａ
調
査
票
の
「
檀
徒
の
増
減
」
に
つ
い
て
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
を
問
う
質
問
項
目
に
よ
っ
て
、
平
成
期
の
「
檀
徒
」
の
推
移
を

見
て
み
た
い
。「
あ
な
た
の
寺
院
で
は
、
過
去
四
年
間
（
八
年
間
）、
檀
家
数
の
増
減
は
あ
り
ま
し
た
か
。」
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
た
だ

し
、【
平
成
八
年
度
】
は
「
檀
信
徒
数
」
と
檀
徒
と
信
徒
を
分
け
て
い
な
い
質
問
形
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
檀
徒
」
に
つ
い
て
問
い
か

け
た
も
の
と
解
釈
し
て
比
較
を
行
っ
て
み
る
。

　

こ
れ
を
グ
ラ
フ
で
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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平
成
十
六
年
か
ら
平
成
二
十
四
年
の
八

年
間
に
「
檀
家
が
減
少
し
た
」
と
答
え
た

寺
院
の
割
合
が
、「
増
加
し
た
」
を
逆
転

し
た
。

昭和63年 平成4年 平成8年 平成16年 平成24年
増加した 41.4％ 53.2％ 39.9％ 37.6％ 25.3％
減少した  8.4％  8.3％ 16.9％ 22.9％ 36.8％
変わらない 45.4％ 30.2％ 42.3％ 37.4％ 36.6％
不明・無回答  4.4％  8.3％  0.8％  2.1％  1.3％

60％

40％

20％

0％
平成4年 平成8年 平成16年 平成24年昭和63年

53.2％

42.3％

39.9％
37.4％

37.6％ 36.6％

36.8％

25.3％
22.9％

16.9％

8.3％8.4％

45.4％

41.4％

30.2％

増加した
減少した
変わらない

グラフ・檀徒の増減の推移（昭和63年度～平成24年度）
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《
檀
徒
の
減
少
戸
数
》

　

次
に
、
減
少
し
た
檀
徒
の
戸
数
の
推
移
を
見
て
み
た
が
、
各
年
度
に
よ
っ
て
戸
数
の
区
切
り
方
に
違
い
が
あ

っ
て
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。【
昭
和
六
十
三
年
】
と
【
平
成
四
年
】
の
調
査
で
は
「
減
少
し
た
」

の
割
合
が
ま
だ
低
い
値
に
あ
り
、
そ
の
後
の
減
少
戸
数
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
デ
ー
タ
は
実
数
（
ヵ

寺
）
で
み
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

　

下
に
示
し
た
推
移
の
よ
う
に
、
そ
の
減
少
数
へ
の
回
答
は
「
五
戸
以
内
」、「
六
～
十
戸
」
と
も
に
倍
増
し
て

お
り
、
い
ま
や
微
減
と
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

《
教
区
別
に
み
る
檀
徒
の
減
少
》

　

教
区
別
で
檀
徒
の
減
少
を
示
し
て
み
る
と
、「
北
海
道
」
と
「
北
陸
」
が
つ
ね
に
「
減
少
し
た
」
と
い
う
回

答
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

檀
徒
が
「
減
少
し
た
」
と
回
答
し
た
割
合
の
高
い
教
区
（
昭
和
六
十
三
年
度
～
平
成
二
十
四
年
度
）

「何戸くらい減少しましたか」への回答数� ※ただし、平成8年は単位が「人」

【平成8年】 【平成16年】 【平成24年】

5戸以内 372 → 506 → 805

6～10戸 189 → 233 → 368 （ヵ寺）

【昭和63年度】
教�区�名

1 北海道　23.2％
2 北　陸　12.6％
2 関西Ⅰ　12.6％

【平成4年度】
教�区�名

1 北海道　19.6％
2 北　陸　15.4％
3 中四国　14.5％

【平成8年度】
教�区�名

1 北海道　27.1％
2 中四国　24.9％
3 北　陸　21.5％

【平成16年度】
教�区�名

1 近　�畿　33.9％
2 九　州　30.6％
3 北　陸　29.9％

【平成24年度】
教�区�名

1 北　陸　47.0％
2 九　州　46.4％
3 北海道　44.1％

※�昭和63年度の地域区
分は「関西Ⅰ（京都
・奈良・滋賀）」と
して集計。
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《
檀
徒
の
減
少
理
由
》

　
「
檀
家
が
減
少
し
た
」
と
答
え
た
回
答
者
に
は
、「
減
少
し
た
理
由
」
を
た
ず
ね
る
質
問
は
過
去

の
調
査
す
べ
て
で
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
選
択
肢
の
違
い
や
「
単
数
回
答
か
複
数
回
答
か
」
な

ど
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
過
去
の
す
べ
て
の
集
計
結
果
を
比
較
し
て
推
移
を
う
か
が
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
該
当
回
答
数
が
近
似
し
て
お
り
、
複
数
回
答
を
求
め
て
い
る
形
で
の
質
問
形
式
を

と
も
に
採
用
し
た
【
平
成
四
年
】
と
【
平
成
二
十
四
年
】
の
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
二
十
年
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
「
後
継
者
が
絶
え
た
た
め
（
絶
家
）」
が
倍
増
以
上
の
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
絶
家
」
が
選

ば
れ
る
傾
向
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
減
少
理
由
を
一
つ
だ
け
選
択
し
て
も
ら
っ
た
【
平
成
十

六
年
】
の
調
査
に
お
い
て
は
三
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、【
平
成
二
十
四
年
】
に
お
い
て

は
七
一
・
四
％
の
値
に
上
っ
て
お
り
、
こ
の
八
年
間
で
急
激
な
上
昇
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
後
継
者
の
断
絶
」
は
人
口
減
少
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
社
会
構
造
の
問
題
で
も

あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
一
層
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
「
寺
院
の
担
い

手
」
に
つ
い
て
思
い
を
致
す
と
き
、「
絶
家
」
の
問
題
が
多
く
の
寺
院
に
と
っ
て
重
い
課
題
と
な

っ
て
く
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
本
宗
他
寺
院
へ
」、「
他
宗
派
へ
」、「
他
宗
教
へ
」
も
低
い
値
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

か
わ
っ
て
【
平
成
二
十
四
年
】
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
選
択
肢
で
あ
る
「
宗
旨
・
宗
派
を
問
わ
な

檀徒の減少理由（平成四年度と平成二十四年度の比較）

引っ越し 絶　家 本宗他寺院 他宗派 他宗教 無宗旨霊園 その他 無回答

平成 4年 53.8％
（798）

28.4％
（421）

21.7％
（322）

7.9％
（117）

8.7％
（129）

選択項目
なし

9.2％
（137）

16.2％
（240）

平成24年 48.2％
（686）

71.4％
（1016）

14.8％
（211）

4.3％
（61）

4.4％
（63）

9.6％
（137）

7.7％
（110）

3.8％
（54）

平成4年　n＝1482　　平成24年　n＝1423

※�正確な選択肢表記は、順に「引っ越しのため」、「後継者が絶えたため（絶家）」、「本宗他寺
院へ移ったため」、「仏教系他宗派に移ったため」、「他宗教に変わったため」、「宗旨・宗派を
問わない霊園墓地へ移ったため」、「その他」である。
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い
霊
園
墓
地
へ
」
が
一
〇
％
近
い
値
を
示
し
て
い
る
（
こ
の

回
答
は
教
区
別
で
み
る
と
京
浜
・
千
葉
・
山
静
に
顕
著
）。

「
宗
教
は
求
め
な
い
が
、
墓
は
要
る
」
と
い
う
都
市
部
の
傾

向
が
う
か
が
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
．
信
徒
の
減
少

《
信
徒
の
増
減
》

　

ま
ず
、
全
体
集
計
の
平
成
期
の
信
徒
の
推
移
を
グ
ラ
フ
で

示
し
て
み
る
。
前
述
し
た
が
、【
平
成
八
年
】
の
調
査
で
は

「
檀
信
徒
の
増
減
は
あ
り
ま
し
た
か
」
と
い
う
聞
き
方
で
、

「
檀
徒
」
と
「
信
徒
」
を
ひ
と
括
り
に
し
た
質
問
形
式
で
あ

っ
た
。
信
徒
の
増
減
に
特
化
し
て
考
察
す
る
た
め
、
こ
こ
で

は
【
平
成
八
年
】
の
結
果
を
除
外
し
た
。

　
【
平
成
八
年
】
の
デ
ー
タ
を
挟
ん
で
い
な
い
た
め
、
こ
の

折
れ
線
は
も
う
少
し
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

信
徒
に
つ
い
て
は
、
昭
和
末
か
ら
平
成
初
め
に
か
け
て
多
く

の
寺
院
で
「
信
徒
が
増
加
し
た
」
と
の
回
答
を
得
、
そ
の
後
、

グラフ・檀徒の減少理由（平成4年度と平成24年度の比較）

引っ越しのため

後継者が絶えた（絶家）

本宗他寺院へ

他宗派へ

他宗教へ

無宗旨霊園へ

その他

不明・無回答

53.80％

48.20％
28.40％

71.40％
21.70％

14.80％
7.90％

4.30％

8.70％
4.40％

9.60％

9.20％
7.70％

16.20％
3.80％ ■平成24年

■平成4年

0.00％
20.00％

40.00％
60.00％

80.00％

ともに複数回答
4年　n=1482
24年　n=1423
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「
信
徒
数
に
変
化
な
し
」
と
い
う
横
ば
い
の
時
期
を
迎
え
た
の
が
【
平

成
十
六
年
】
か
ら
【
平
成
二
十
四
年
】
の
あ
い
だ
に
み
る
こ
と
の
で
き

る
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
信
徒
が
減
少
し
た
」
と
い
う
回
答
の
割
合
は
漸
増
の
傾
向

に
あ
り
、
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。「
信
徒
」

の
定
義
づ
け
の
難
し
さ
と
い
う
点
は
あ
る
も
の
の
、
集
計
結
果
の
推
移

か
ら
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。

《
九
州
教
区
・
東
北
教
区
に
み
る
信
徒
の
増
減
》

　

こ
の
「
信
徒
の
増
減
」
に
つ
い
て
、
教
区
別
で
み
て
み
た
い
と
思
う

が
、
こ
こ
で
は
「
九
州
教
区
」
と
「
東
北
教
区
」
に
と
く
に
注
目
し
て

そ
の
推
移
を
示
し
て
み
る
。　

※
平
成
八
年
を
除
き
、
ま
た
、
無
回
答

（
す
べ
て
〇
～
三
％
台
）
を
示
さ
な
い
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
九
州
と
東
北
は
地
域
的
特
性
か
ら
修
法
布
教
の

盛
ん
な
土
地
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
教
区
で
も
信
徒
数
の
減
少
が
全

体
集
計
の
平
均
よ
り
も
高
い
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
も
と
も
と
の
信
徒
数
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
、「
減
少
し

た
」
と
い
う
回
答
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

60％

40％

20％

0％
平成4年 平成16年 平成24年昭和63年

53.2％

24.4％

51.3％
49.8％

31.1％

16.6％
21.5％

8.3％
6.4％

55.4％

30.5％ 30.2％

増加した
減少した
変わらない

グラフ・信徒の増減の推移（昭和63年度～平成24年度　※平成8年をのぞく）
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な
お
、
東
北
教
区
に
お
い
て
は
、【
平
成
十
六
年
】
か
ら
【
平
成
二
十
四

年
】
に
か
け
て
「
減
少
し
た
」
の
割
合
が
二
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
が
深
刻
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
信
徒
減
少

の
理
由
」
を
挙
げ
て
も
ら
う
質
問
に
お
い
て
、
東
北
教
区
で
は
「
信
徒
死
亡

の
た
め
」（
六
五
・
三
％
）
に
つ
づ
い
て
「
そ
の
他
」（
一
八
・
五
％
）
の
割

合
が
多
か
っ
た
。「
そ
の
他
」
の
理
由
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
の
宗
勢
調
査

結
果
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
一
時
避
難
に
よ
る
信
徒
の
転
出
・

移
動
」
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
．
兼
業
・
専
業
と
職
種
の
推
移

《
寺
務
の
み
・
兼
業
・
専
業
の
推
移
》

　

こ
こ
か
ら
は
教
師
の
状
況
と
意
識
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
「
Ｂ
調

査
票
」
に
目
を
転
じ
て
、
平
成
期
の
動
向
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一
般
に
僧

侶
の
兼
業
は
難
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
事
実
か

ど
う
か
を
数
値
の
上
で
確
か
め
る
た
め
で
あ
る
。「
兼
業
・
専
業
の
有
無
」

は
全
教
師
に
対
し
て
聞
い
た
質
問
項
目
で
あ
る
。

《
寺
務
以
外
の
兼
業
・
専
業
の
職
種
》

　

兼
業
を
し
て
い
る
教
師
は
、
僧
侶
以
外
の
ど
の
よ
う
な
職
種
に
就
業
し
て

九州教区の「信徒の増減」への回答割合（％・昭和63年～平成24年）

【昭和63年】 【平成4年】 【平成16年】 【平成24年】

増えた 35.8％ → 45.6％ → 23.7％ → 19.6％

減った  7.0％ →  8.5％ → 20.9％ → 36.7％

不　変 46.�8％ → 38.0％ → 52.0％ → 43.1％

東北教区の「信徒の増減」への回答割合（％・昭和63年～平成24年）

【昭和63年】 【平成4年】 【平成16年】 【平成24年】

増えた 36.7％ → 57.6％ → 24.9％ → 11.5％

減った  6.0％ →  5.8％ → 27.3％ → 54.9％

不　変 54.4％ → 29.3％ → 45.7％ → 33.2％
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グラフ・教師の寺務における兼業・専業の推移（昭和63年度～平成24年度）

昭和63年

平成4年

平成8年

平成16年

平成24年

5.8％
73.0％

75.3％

79.9％

80.0％

82.2％

13.6％

13.4％
5.4％

5.2％

5.9％

5.2％

12.7％

11.4％

10.1％

0.0％
20.0％

40.0％
60.0％

80.0％
100.0％

■寺務のみ

■寺務以外
　兼業
■寺務以外
　専業

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

昭和63年

平成4年

平成8年

平成16年

平成24年

■教職員　　　　　　 ■官公庁　 ■会社・団体等　 ■幼稚・保育 　■農林漁業

■商業・サービス業　 ■自由業　 ■工員・労働者　 ■その他　　 　■無回答

16.0％ 3.7％ 6.4％ 1.5％

2.0％

2.9％

2.5％

2.0％
2.0％

7.1％

7.4％

9.2％

6.3％

2.4％

2.2％

2.5％

9.0％

9.5％

8.7％

9.6％

10.7％

10.7％

13.7％ 6.6％

8.9％

12.4％

11.8％

14.9％

14.5％

17.8％

14.0％

15.1％

15.3％

16.0％

25.4％

23.9％

25.2％

16.8％

12.8％

11.0％ 6.3％

6.0％

10.3％

9.2％

15.0％

15.6％

9.2％

6.5％

5.5％

グラフ・「兼業」・「専業」があると答えた教師の職種（昭和63年度～平成24年度）
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い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
の
観
点
か
ら
、「
寺
務
以
外
兼
業
」、「
寺
務
以
外
専
業
」
に
該
当
し
た
教
師
の
【
昭
和
六
十
三
年
】
～
【
平
成
二

十
四
年
】
ま
で
の
職
種
の
動
向
を
示
し
て
お
く
。

　

グ
ラ
フ
上
で
注
目
す
べ
き
値
を
帯
の
外
に
出
し
太
字
で
記
し
て
お
い
た
。

　
【
昭
和
六
十
三
年
】
か
ら
【
平
成
二
十
四
年
】
に
か
け
て
「
教
職
員
」、「
官
公
庁
」
は
お
よ
そ
半
減
、
反
対
に
「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
」

が
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
他
の
職
種
の
値
が
そ
れ
ほ
ど
変
化
の
な
い
の
に
比
べ
る
と
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

か
つ
て
は
と
く
に
地
方
に
お
い
て
、
僧
侶
の
か
た
わ
ら
教
職
や
町
・
村
役
場
の
職
員
に
就
い
て
い
る
教
師
が
多
か
っ
た
と
聞
く
。
だ
が
、

そ
れ
は
今
日
難
し
い
状
況
に
あ
り
、“
先
生
は
お
坊
さ
ん
”
時
代
は
終
焉
を
迎
え
た
と
数
値
の
上
で
も
実
証
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方

で
、
寺
務
以
外
の
兼
業
・
専
業
で
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
化
」
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

四
．
結
語

　

こ
こ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
質
問
項
目
に
注
目
し
て
、「
平
成
期
に
お
け
る
寺
院
の
推
移
と
動
向
」
を
し
て
み
て
き
た
。

　

檀
信
徒
の
「
減
少
」
と
い
う
数
値
を
拾
い
上
げ
て
分
析
し
て
き
た
の
で
、
最
も
悲
観
的
な
分
析
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
事
実
に
目
を
向
け
、
そ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
り
、
今
回
の
平
成
24
年
度
宗
勢
調
査
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
か
を
き
び
し
く
と
ら

え
た
い
と
願
い
、
以
上
の
よ
う
な
結
果
と
グ
ラ
フ
を
示
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

最
近
、
よ
く
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
。
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
宗
勢
調
査
は
「
日
蓮
宗
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と

も
い
え
る
財
産
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
た
だ
の
数
字
の
羅
列
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
宗
門

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
教
区
や
管
区
に
お
い
て
も
そ
の
地
域
が
抱
え
る
固
有
の
問
題
が
あ
ら
た
に
姿
を
現
す
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可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と
き
に
は
数
値
で
は
わ
か
ら
な
い
質
的
な
調
査
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、【
昭
和
六
十
三
年
】
の
『
宗
勢
調
査
報
告
書
』
の
な
か
に
あ
っ
た
言
葉
を
引
用
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　
「
宗
勢
調
査
の
目
的
は
日
蓮
宗
の
“
あ
る
が
ま
ま
の
姿
”
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
認
識
に
立
っ
て
明
日
の
宗
門
の
動
向
を
決

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
宗
門
は
羅
針
盤
を
無
視
し
て
航
海
を
続
け
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。」

�【
文
献
】

・
現
代
宗
教
研
究
所
、
一
九
八
九
、『
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
』、
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告 

こ
こ
ま
で
来
て
い
る
過
疎
地
寺
院
、
日
蓮
宗
宗
務
院
。

・
石
井
研
士
、
一
九
九
一
、「
変
貌
す
る
都
市
寺
院
」『
仏
教
と
日
本
人
―
現
代
と
仏
教
』、
春
秋
社
。

【
参
考
文
献
】

・
石
井
研
士
、
一
九
九
八
、『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』、
大
明
堂
。

・
塩
原
勉
、
一
九
九
四
、『
転
換
す
る
日
本
社
会
―
対
抗
的
相
補
性
の
視
角
か
ら
』、
新
曜
社
。

・
三
木
英
、
二
〇
〇
二
、「
宗
教
的
無
党
派
層
の
時
代
―
浮
上
す
る
「
人
間
至
上
」
の
宗
教
」『
新
世
紀
の
宗
教
―
「
聖
な
る
も
の
」
の
現
代
的
諸
相
』、

宗
教
社
会
学
の
会
編
、
創
元
社
。

・
横
山
滋
、
一
九
九
四
、「“
宗
教
回
帰
”
と
社
会
変
動
」『
社
会
変
動
の
諸
相
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

※
本
稿
の
一
部
は
「
宗
勢
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
る
分
析
と
再
討
議
が
加
え
ら
れ
、『
人
口
減
少
時
代
の
宗
門
─
宗
勢
調
査
に
み
る
日

蓮
宗
の
現
状
と
課
題
』（
平
成
二
十
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。


